
対象事業：水道用水供給事業（2事業）、工業用水道事業

（3事業）、流域下水道事業（4事業）の運転維持

管理・改築等（管路等の維持管理・改築、土木構

造物の改築を除く）

事業期間：20年間

運営権者：株式会社みずむすびマネジメントみやぎ

（メタウォーター、ヴェオリア・ジェネッツ、

オリックス、日立製作所、日水コン、橋本店、

復建技術コンサルタント、産電工業、東急建設、

メタウォーターサービスが設立した特別目的会社）

VFM：約10.2%（20年間で約337億円の削減効果、9事業合計）

運営権対価：10億円（9事業合計）

＜事業対象施設の位置図＞

＜スケジュール＞

下水道コンセッション事業の事例③（宮城県)

• 県が3事業の最終責任を持ち公共サービスとしての信頼性

を保ちながら、3事業を一体として民間の力を最大限活用

することにより、経費削減、更新費用の抑制、技術継

承、技術革新等を図ることを目的としている。

• 当該グループは、構成員の共同出資による新ＯＭ会社

（運転管理・維持管理会社）を宮城県内に設立し安定的

な事業の運営と雇用創出を図ることや、統合型広域監視

制御システムをはじめとした最先端技術の導入により効

率化を図る点などが高く評価され、優先交渉権者に選定

された。

＜事業概要＞

平成29年度
導入可能性調査
デューデリジェンス実施（水道、工業用水道、下水道）

平成30年度 デューデリジェンス実施（下水道）

令和元年12月
実施方針に関する条例制定
実施方針策定

令和2年3月 事業者公募

令和3年3月 優先交渉権者の選定

令和3年12月 運営権設定・実施契約締結

令和4年4月 事業開始


